
校長だより  橋小っ子 令和８年２月２４日号 

♢♢♢♢♢♢授業参観・学級懇談会♢♢♢♢♢♢ 

２月１０日（月）の授業参観・学級懇談会にご出席ありがとうご

ざいました。各学年とも学習発表会で、子どもたちは、お家の人の

前で発表することが楽しみでもあり、緊張でもあり・・・。しかし今ま

での頑張りや学習の成果をしっかり発揮できていたと思います。低

学年は生活科、中・高学年は総合的な学習の時間で、主に各教科

横断的に取り組んでいる学習の成果を見ていただきました。子ど

もの成長には目を見張るものがあります。その姿を見てもらえてう

れしかったです。※教室の関係で参観していただきにくい学年もあったこと申し訳あり

ませんでした。また当日はグラウンドの状態が悪く、駐車場ご迷惑をおかけしました。 

★第４回学校運営協議会★ 

 ２月１８日（水）に第４回学校運営協議会を開催しました。修学旅行

のスライドショーを見ていただいた後、熟議に移りました。今回の内容

の中心は「学校評価」についてです。学校からは保護者の皆様や児童

に１２月に回答いただいたアンケートの結果（保護者様にはすでに配

布済み）と、１月に実施した教職員の自己評価について、委員さんに

説明しました。それについて委員さんからいただいた意見を紹介しま

す。 

・アンケートの評価項目が多すぎるのではないか。学校を評価すること

で、より学校がよいものになればいいのかなと思うので、ここまで細か

くなくても・・・。項目を見直してみては。 

・図書室の本はぜひ常時持ち帰れるようにしてやってほしい。 

・子どもにはいろいろな制約があり遊びも自由にできなくなってきてい

る。「ここで花火をしてはけない」「公園で使うボールはソフトなものだ

け」など。子どもが様々な経験を積む場が地域には少ないと感じる。 

・橋小トーキングタイムはよかった。話が盛り上がりつつあったところで

時間となったので、もう少し時間があればよかった。学級懇談会もざっ

くばらんな話ができれば、残ってくれる方も増えるのでは。担任の先生

と保護者との距離も近くなるし・・・。 

・子どもは大人をよく見ている。子どもの心の痛みがわかる教員であっ

てほしい。愛情を持って接してやってほしい。「教育は人なり。」 

・教職員みんなで子どもを見ているという取組がいいと思う。担任の先

生との相性もあるので。                              等々。 

※頂いた意見を真摯に受け止め、年度末のまとめと次年度にいかしていきます。 

森脇慶一郎善行褒賞田中久美子すこやか褒賞 

2 月２０日（金）に６年生の褒賞表彰式がありました。森脇慶一

郎善行褒賞と田中久美子すこやか褒賞に、児童２名が推薦され、

表彰されました。おめでとうございます。 

      

  ♡６年生を送る会に向けて♡       

３月３日（火）に実施する６年生を送る会。６年生への今までの

感謝の気持ちを伝えるために、それぞれの学年が内容を考え、準

備を始めています。今年は多目的室に全学年が集合し、順に６年

生の前で発表をします。当日は、６年生が入学したころからお世話

になっている、エプロン先生や学校関係者のみなさまにもお声がけ

し、その成長の様子を見てもらう予定です。保護者のみなさまには

HP 等で紹介しますので、ぜひ子どもたちの張り切っている様子等

をご覧ください。                      

卒業証書授与式  

３月１８日（水）、９時より挙行します。来賓は PTA 会長のみですが、学

校関係者のみなさまは「ご招待」という形で案内を送付し参列していただ

きます。 関係機関のみなさまもお気軽にお越しいただき、卒業生の門出

を祝っていただけるとありがたいです。                             

 

「よりよい学校づくりのための意識調査」 

保護者の皆様に協力いただいた「意識調査」記述部分にあった質

問やご意見について、説明させていただきます。 

〇学校からの連絡 

 子どもさんの学校での様子について十分保護者様にお伝えできてい

ないことがあったことでご指摘をうけました。特に友達関係のことにつ

いては双方に丁寧にお伝えしていくということを教職員で共通理解し

ました。 

〇学校との連携 

 学年の引き継ぎがうまくできているのか、子どもの事を十分理解して

もらえているのか、など教職員の連携についてのご意見がありました。

もちろん共通理解はしていますが、それぞれが自分事として捉えること

の大切さを再確認しました。 

〇宿題の量 

 宿題が多すぎる。そこまで勉学に励む必要があるのかとのご意見が

ありました。学校としては学年相当の宿題の量を考えています。ただそ

の日のそれぞれのお子様の習い事や社会体育の活動まで把握するこ

とは難しいです。そのことで生活リズムが乱れるほど宿題が大変という

ようなことがありましたら、遠慮なく担任まで申し出てください。 

〇学校の危機管理 

 校門や玄関が開放されていることで心配の声もありました。門扉が開

放されているのは通用門です。学校関係者や業者さんが出入りします

ので、常に閉めておくことは難しいと感じています。不審者対応訓練の

実施も含め、とっさの時の対応については日々意識を高く持っていま

す。今後とも安全確保に努めてまいります。 

※このことにつて何かご質問ご意見等ありましたら、学校長までお問い合わせください。 

 

 


